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【短期的展望】

・給水収益 … 第10期拡張区域の供用開始（H34）などにより微増見込み

・加入金 … 小規模宅地開発が進んでいるため増加見込み

・受水費 … 現在 約3億円/年 ⇒ 今後 約4億円超

【中長期的展望】

・施設更新費用 … 現在 約1.2億円/年 ⇒ 今後 約2.8億円/年
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平成25年度 福岡地区水道企業団

受水 ＋2,200㎥/日（大山ダム増量のため）

平成28年度 北九州市水道用水供給事業

受水開始（協定水量3,000㎥/日に対し、 実受水量は約1,500㎥/日

で推移）

平成30年度 福岡地区水道企業団

受水 ＋500㎥/日（五ケ山ダム増量のため）

大山ダム増量分の受水費の減免終了

平成33年度 北九州市水道用水供給事業

受水単価の減免終了

平成35年度 福岡地区水道企業団

五ケ山ダム増量分の受水費の減免終了
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【料金配賦】

日本水道協会が定める「水道料金算定要領」に基づき、水道事業にかかる

総費用を各口径別に配分したもの。

（上のグラフは、H28決算ベースで計算）
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現行の水道料金表は、第６回審議会資料６-３の９ページに掲載しています。
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【１件あたり平均水量/２ヶ月】

・生活用 32㎥

・生活以外 215㎥
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収益は減少しないので、将来見通しに変化はない。
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